
0. BAZOOKA とは 1. BAZOOKA 再建（空き家の改修） 2. BAZOOKA×建築学生

１７年間続いた三重大学生が運営した Bar。学部、世代、地域、
あらゆる垣根を越えて語り合う場所であった。コロナの波に
飲まれやむを得ず閉店したが新しいかたちで再建を目指す。

三重大学 海

←山 site
町屋地区

旧伊勢街道

国道 23号

近鉄江戸橋駅

Bazooka

空き家の一階部分を地域に開いた Bar スペースへと
改修し、あらゆる人々が語り合う場所をつくる。

三重県津市。旧伊勢街道沿いにある一軒の空き家が敷地。周辺は昔な
がらの住宅が密集しており、海岸と国道に挟まれた場所に位置する。

Bazooka という学生団体の思いに共感した建築学生が主体と
なり、話し合いを重ねて空き家改修の構想を練る。

自らの手で自分たちの場所を
つくる感動を大切にする

改修の過程から多くの人が参
加できる構法、素材の選択

学生 BAR BAZOOKA
―１軒の空き家を地域にひらく―
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3. BAZOOKA 改修のプロセス

断熱材設置
ドアの故障修理�

大工と打ち合わせ
元大家と現状確認
床下確認

厨房図面作成

カウンター部屋の大引解体
玄関の大引と基礎解体

水道・電気打ち合わせ�

玄関の化粧壁板解体��

基礎上の実測
断熱方法調べる

町屋地区について調べる��

キッチン上棚と換気扇と押し入れ解体

押し入れ解体続き　照明構想

��

コンクリートブロックタイル作成開始
看板作り�

コンクリートブロックタイル作成
床の基礎をドリルで解体
玄関整備

コンクリートブロック並べ
窓ふさぎ
トイレの看板作成
玄関壁モルタル塗装(白)�

トイレタイル解体�

土間コンクリート打設(業者)�

カウンター詳細設計�

�キッチン・機材類撤去
床板はがす・根太撤去�

床下大引･束の実測�

玄関の実測
玄関の床板はがし

改修計画図面作成��

クラファン終了

朝にカウンター完成
階段作り・機材搬入・トイレ看板設置
キッチンの棚設置�

OPEN

クラファン開始

３５６万円達成

実測
クラファン準備

トイレ実測
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コンクリートブロックタイル型枠作成
コンクリートブロックタイル試作�

コンクリートブロックタイル型枠作成
コンクリートブロックタイル作成�

カウンター材料調達
カウンター作成�

実測、解体、設計（図面）、話し合いを繰り返しながら改修を進める。BAZOOKA の改修に完成はなく、今後もズルズルと続いていく。



Bar スペース
６つの客席がある。L字型のカウ
ンターで厨房と客席を分ける。カ
ウンターの素材は既存の木造民家
の柱、間柱と同じ寸法のものを選
び、空間の統一感を出した。

みんなで作ったコンクリートブロックタ
イルがお出迎え。壁をはがしていた際に
出現した、水色のタイルをそのまま残し
玄関のシンボルとした。

色々な人が持ち寄った本がこの
スペースに集まっている。昼は
本を読んだり、作業をしたりで
き、夜の時間帯は Bar の客席
として使われている。

Bar 空間と座敷スペースに挟ま
れた場所は気軽に移動できる立
ち飲みスペースとしている。

自分たちで１から作った
コンクリートブロックタイル

第一期改修（2024.7-2025.2)

空き瓶たちが Bazooka のファサード

バズーカが津市白山町から
仕入れている鹿肉の頭骸骨

内壁の裏に隠れていた既存のタイルをシンボルへ

玄関

立ち飲みスペース

Before After

図書スペース

「世
界平

和ノ
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」

来店したお客さんが
自由に書き込める

第一期改修では既存のキッチンの場所を起点に床を解体し土間を広げて BAR スペースを作成した。改修は今後も続く。

改修で発見した既存の面白いもの、新しく作成したもの、運営中に出てくるもの、すべてが BAZOOKA の空間に参加している。

キッチン

BAR

玄関

水回り 水回り
洋室１

洋室２洋室３ 倉庫

和室 客席

客席

客席

床を抜いて土間にする。

旧キッチンの場所を
BARスペースへ

建具をとり BARとの連続性を高める

現時点ではそのまま利用

畳の間は団体客の利用を中心
にそのまま活用している。

座敷スペース

落語家来店地域のおじいちゃん BAR

三重の魚をふるまってもらう 大学の先生登場

三重大学に来ている留学生と語り合う

集まる学生たち OB との交流

5. BAZOOKA 空間詳細

4. 改修による空き家の変化 6. 日常の風景

基礎上の実測
断熱方法調べる

町屋地区について調べる��

床下大引･束の実測�

玄関の実測
玄関の床板はがし

改修計画図面作成��

クラファン終了


